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浅 間塚古墳  1基
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年 代 又 は 時 代 現況及 び所見の とお り

指 定 の 適 否 ○ 不 適

現 況 及 び 所 見

浅 間塚古墳 は、県立益子芳 星 高等学校 の敷地 内 に所 在す る古墳 時代前期 の前方後 方墳 で

あ る。東側 を南 流す る小 貝川 によつて形成 された 沖 積低地 に面す る段 丘の東端 に位 置す る。

さ らに詳細 に観 察す る と、本古墳 は沖積低地 と西側 の開析谷 に挟 まれ た舌 状 台地 の先端頂

部 に 占地 してい ることが分か る。

墳丘の規模 は、全長約 5 2 m、 後方部長約 2 8 m、 同幅約 2 8 m、 同高約 4 m、 前方部長約 2 4

m、 同幅約 2 0 m、 同高約 3 . 5 mで 、前方部 を東 面 して築造 され てい る。葺石 な どの外 表施

設 は認 め られ な い。 古墳 の周 辺 には後 世 の改変 が認 め られ る ものの 、墳丘 の保 存状態 は 良

好 で ある。 埋 葬 施設 は不 明で あ るが、後方部墳 頂 下 に竪穴系 の埋葬施 設 が あ る と推 定 され

る。 また 、出土遺物 は不明である。

墳 丘の周 囲 に は、北側 か ら西側 にか けてわず か に窪みが あ り、周 溝 の痕跡 とみ られ る。

さ らに、南側及 び東側 には墳 丘 の周 囲 に幅約 1 0～1 5 mの 平坦 な面 が認 め られ る。 この平坦

面 は南東側 は通 路 の開削及 び撹乱 に よって判 然 と しな いが、古墳 築造時 に地 山 を整 地す る

こ とに よ り形成 され た もの と推 定 され る。 つ ま り、本 古墳 の北側 か ら西側 にか けては周 溝

に よ り墳 丘 と台 地頂部 を画 し、南側 か ら東側 には平坦 面 を形成 す る こ とに よって 、小 貝川

方 向か ら望見す る際、墳丘 の存在 を際立たせ ていた と思われ る。

芳 賀郡 にお い て は、古墳 時代前期 の前方 後方墳 が浅 問塚 古墳 を含 めて 6基 確認 され て い

る。本 古墳 は他 の前方 後方墳 に比べ て 、後方部 に対す る前方 部高及 び前方部長 が大 き く、

前方部が発 達 して いることか ら、他 よ り築造年代 が若干 下降す る可能性 が指摘 され てい る。

本 古墳 の南約 6  k mに所在 す る山崎 1号 墳 は、出土遺物 か ら 4世 紀第 2四 半期 の所 産 と推 定

され る。 これ を定点 とすれ ば、本古墳 は 4世 紀 中葉 か ら後葉 の築造 と考 え られ る。



県 内 の古墳 の総数 は約 7 0 0 0 基と推 定 されているが、 この うち前方後方墳 はその可能性 が

指摘 され てい るもの も含 めてわず か 2 2 基 であ り、希少性 が高い。 また、 これ らの多 くは本

来 の形 状 が損 なわれ て い るの に対 し、本 古墳 の墳 丘 は後世 の人為的 な改変 が ほ とん ど認 め

られ ず 、保 存 状態 が 良好 で あ り、本 県の古墳 時代前期 の古墳 の立地や 形状 を知 る上 で貴重

な資料 で あ る。 また 、本 古墳 は益子芳星 高等学校 の敷地 内 にあ り適切 な管理 が行 われ てお

り、地 域 の歴 史学習 で の活 用 が期待 され る。 さらに、芳賀郡 ばか りか本 県 の古墳 文化 の展

開 を知 る上 で欠 くこ との で きない古墳 で あ る と考 え られ る。 以上 の観 点 か ら、指 定 し保 存

すべ き もの と思 われ る。 ( 橋本 澄 朝 )
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